　「これはすごい！」と素直に感動できるパソコンがある。TFTカラー液晶の98ノートを見たときは、ノートでこんなにきれいな画面が見られるのかと驚いた。また、
ＩＢＭのパームトップＰＣ１１０で動いているＤＯＯＭを見たときは笑いが止まらなかったし、リブレット20の小さな画面で動くウィンドウズ95には大きな衝撃を受けた。
[bookmark: _GoBack]　２００３年に発売されたバイオノート505エクストリームはそこまでのインパクトはないにしても、久々に感動を与えてくれた製品だった。スペックを聞いただけでワクワクする。重さは785グラム（ソニースタイルモデルの場合。店頭モデルは825グラムとやや重い）。10.4型液晶のノートでこれまでいちばん軽かったメビウスラマサが950グラムだったから、いっきに200グラム近くも軽くなってしまったわけだ。
